電気 風呂の Mii 死 事件 



海 野 十一 



湯槽に ぐったりと 身 を 横え たりす る 間の、 疲れと い 

いちみ ほうじゅう とうすいきょう 

うか、 あの 一味 放縦な 陶酔境と いった もの は、 彼に 

たの 

とって、 ちょっと 金で 買えない 娯 しみで あつたの だ。 

陽吉の 行きつ けの 風呂 は、 ちゃんと 向井 湯と いう 

やごう だ いりゅうこう 

屋号が あった。 が、 近頃 大 流行の 電気 風呂 を 取りつ 

けて あると ころから、 一般に 電気 風呂と 称 ばれて いた _ 

あった ま 

「電気 風呂 はよ く 温 るね」 などと、 とにかく 珍し も 

の 好きの 人気 を 博す る こと は 非常な もので あ つ たが、 

その 反対に、 入る と ピリ ピリと 感電す るの を 気味 悪が 

る 人々 は、 それ を 嫌って、 わざわざ 遠 廻りして まで 

よそ いきお すず 

他所の 風呂へ 行く といった 様に、 勢い、 それ は 好き好 



蔵 はと 見る と、 只もう おろおろと しながら も、 何 か 気 

になる らしく、 一向 湯槽へ 飛び込む 勇気 を 持とうと も 

せず、 縁へ 摑 まった まま、 左右 を 見廻したり、 肩 を 振つ 

たりして 玲が 明かなかった。 

「ええ、 意気地なし！」 

むっとした 語調で 云い 捨てるな り、 学生 風の 男 は 人 

おど 

を 待たずに 飛び込んだ。 続いて 石驗 だらけの 肉体 を 跳 

ら せて、 ザ ブンと 荒々 しく 足 を 踏み入れた 職人 風の 二 

こ-つよ-つ 

人。 彼等 はもう 必然的の 労働の 様に、 妙に 冗 楊した 息 

使いで 各々 足の 先で 湯の 中 を 探って 廻った。 泥沼に 

かんぼつ むやみ やたら も が 

陥没し かかった 旅人の ように、 無暗 矢鳕に 藻搔き 廻る 



らぎ よ -っ 

その 裸 形の 男 三人、 時に 赤 鬼が あばれる ように、 時に 

また 海坊主が のた うち 廻る ような 幻 妖なポ オズ —— だ 

が、 それ も 極めて 短い 瞬間の 印象で なければ ならぬ。 

突如、 

「吁 ッ、 此処に 有った！」 

あ とんきょう 

と、 職人 風の 一人が 両手 を さあ ッと 挙げて 頓狂な 

叫び を 発した。 と、 同時に、 冷水 管 を 通す 円い 穴の 向 

うで、 「き ゃッ」 という 叫びが 弾かれた。 II それ は、 

さ つき 

先刻 狼狽して 签 場の 方へ 飛んで 行った 湯屋の 女房で 

のぞ あな 

あった。 彼女 は、 視き 穴へ 当てた 片眼の 前で、 余りに 

だしぬけ びっくり 

も 唐突に 職人の 一 人が 声 を 発した ので 吃驚した ので あ 



み 入れた 彼女 は、 又も 思わず 「吁 ッ！」 と 叫んだ。 

こちら とぐち 

その 声に はつ と 反射的に 此方 を 向いた 扉 口の 連中 は、 

みは 

「おや ッ！」 と、 ひとしく 目を瞠 つた。 

「お、 女湯に も、 大変です！ 女湯に も 人が、 人が… 

;」 

タイル 張りの 流し 床に 蒲団 を 放り出した 女房が、 こ 

う 叫んだ の は、 すべて 計る ことの 出来ない 瞬間の こと 

である。 

男 湯 の 方 の 出来事 に 注意 を 鳩め ていた 警官 連 や 他 の 

男 達 は、 どっと、 その 声に 誘われて 女湯の 方へ 雪崩れ 

込んで 来た。 



あかば ねなお ぞう そうはく 

司法 主任の 赤 羽 直 三 氏の 蒼白な 顔が、 何時の間にか 

まじ 

交って いた。 

きょうき や 

「おお！ こり や 兇器で 殺ら れ てる。 みんな 傍へ 寄つ 

ちゃい かん！ 大変 だ。 君、 急いで 手配 をして 見張つ 

く たま 

て m ハれ 給え！」 

彼 は、 さすがに 昂奮の 色 を 見せて 誰に 云う となく 叫 

んだ。 と 同時に、 刑事ら しい 一人が バタ バタと 表口へ 

駆け 去った。 

男 湯と 女湯との 仕切 板の 上から、 いくつ も視 いてい 

た 顔 は、 一様に さっと 筋ば つた。 見る に 忍びず、 といつ 

た それらの 顔色が 示す 事件 は、 いったい 何で あつたの 



だろう 9 

女湯の 白い タイル 張りの 床の 上に、 年の 若い 婦人の 

屍骸が 俯伏に 倒れて いたの だ。 いや、 それよりも 何よ 

り も、 一目 見た 程の 人々 の 心に、 最も 強く 映った の は、 

その 白い タイルの 一 面に、 紅 がら を 溶かしよ うな 〔# 

なまな ま ちの リ 

「溶かしよ うな」 は ママ U 生々 しい 血糊が みなぎつ ていた 

くもん 

の だ。 そして、 怖ろ しいまでの 苦悶の 跡 をみ せて、 そ 

の 年若い 婦人の 裸体が 不自然な 姿 を その 中に 示して 

いるので あった。 —— 

赤 羽 司法 主任 は、 たった 一人でつ かっかと その 屍体 

に 近づいて 調べて みた。 



もな し、 吹 矢 を 打ち込む 隙間が あろうと も 思われな 

かった。 と、 赤 羽 主任の 頭に さっと" 閃いた の は、 由 蔵 

が 姿 を 見せない という ことで ある。 

「君、 ちょっと、 签 場の 上に ある 由 蔵の 部屋 を 捜索し 

て舆れ 給え。 狭い 梯子で 昇れる ようになつ ている 所 

だ」 

部下の 一 人に 耳打ちした 赤 羽 主任 は、 次に も 一 人の 

ようぎしゃ かたなら び 

部下に、 容疑者と して 由 蔵の 逮捕 方 並に 非常線 を 張 

る こと を、 本署に 電話す るよう に 命じた。 

直に、 その 二人 は それぞれの 役目に 就くべく 其の 場 

を 去る と、 赤 羽 主任 は、 向井 湯の 主人と 女房 を 眼で 呼 



見えて いたの だ。 いや、 黒い と 思った の は、 実は 真紅 

な 環で、 血の 滲み出た 環で あつたの だ。 そこから、 ポ 

タリ ポタリと 血潮が、 青白い 女の 肉体に 落ちる ので は 

ないか？ 

打ち続く 怪 事に、 人々 の 面 は、 今にも 泣き出しそう 

に 歪んだ。 

赤 羽 主任 は、 唇 をヒク ヒクと 痙攣 させ、 顴 骨の 筋肉 

を 硬 ばらせながら、 主人に 訊ねた。 

「あの 天井裏へ 案内して 呉れ！ 早く だ、 何処から 昇 

るんだ！」 

とうわく ちゆ-つちよ 

が、 主人 は 全く 当惑した 面 持で 躊躇 した。 



「うむ、 人が 死んで いたろう？ 男 か 女 か？」 

「男です！ しかも 裸体です。 どうも 由 蔵ら しいと 思 

ただ 

われます が、 足 裏が 白く 爛れて いました」 

「よし ッ！ 直ぐ 行こう、 案内 をた のむ！」 

と、 赤 羽 主任 は、 真 先に 立って 裏口へ 行こうと した 

が、 何事 かに 気がつい たと 見えて 再び 身 を 振り返って 

云った。 

「だが、 この 女の 身元 だ。 女の 着衣 を 調べて 見よう！」 

ころが また 

赤 羽 主任 は、 あちこちに 転って いる 桶 類 を 跨いで 

だついじょ-つ 

女湯の 脱衣場へ 行くな リ、 乱雑に 散らばつ ていた、 

衣類 籠 を ひとつひとつ 探して みた。 が、 目指す 女の 着 



みたが、 その 下駄 も 片方 すら 見当らない ではない か？ 

「一体、 此の 女 は 何処から 入って 来たんだろう？」 

赤 羽 主任 は 脳髄の 痺れる の を 感じた。 が、 その 疑問 

は 疑問と して、 とにかく 天井裏の 屍体 も、 差 当り 放つ 

て は 置け なかった。 

やがて、 発見者の 刑事 を 先頭に 赤 羽 主任 や 刑事 連 は、 

签 場の 梯子 を 上って 行った。 向井 湯の 主人 も、 命ぜら 

き ようきよ -っ 

れて兢 々と 一 同の 後に 続いて 昇って 行った。 

こべ や 

由 蔵の 部屋 は、 わずか 三 畳 敷の 小 室であった。 西に 

小 窓が 一 つあって、 不完全な 押入が 設けられ てあつた。 

やなぎごう リ 

その 押入の 中には、 柳行李 やら 鞫 やらが 入って いる。 



はなはだ いらだ おこた 

甚 しく 焦 立ちながら も、 決して 検証 を 怠 ら なか つ た。 

由 蔵の 屍体 は、 女湯の 惨殺 体と 同様に、 咽喉 笛の 処 

あたり 

に 鋭い 吹 矢が 立って いた。 そして、 四辺 一面の 血の 海 

は、 次々 と 発見され た 事件の 衝動に 麻痺され た 一 同の 

じゅ-つたん 

心に、 只 燃えつつ ある 絨緞の 如くに 映った。 

しかし、 次に、 一同 は 異様な ものの 落ちて いる こと 

を 発見した。 それ は 筒状の 望遠鏡と、 もう 一 つ は 脚 

のない 活動写真 撮影機であった。 更に、 犯人が 兇行に 

使用した に違いない 吹 矢 や、 吹 矢の 筒 も 片隅の 方に 発 

見され た。 パンの 食い かけ、 蜜柑の 皮、 それら も 決し 

おろ そ み な 

て 忽 かに は 出来ぬ 発見 物と 見做された。 



るかな、 眼 眩い を 感ずる 程 遥かの 真下に、 先刻まで 取 

まぎ 

調べて いた 女の 屍体が 横って いる。 II 紛れ もな く、 

其処 は 女湯の 天 井 裏 だ つたの だ。 

ふしあな ち ぞ 

やがて、 赤 羽 主任 は、 その 節穴 をふさい でいた 血染 

めの 栓を、 吹 矢の 先に 刺して 懐中電灯の 光 を 借りて、 

じいつ と 見つめた。 それ は、 決して 単なる 木栓 や、 材 

木の 節で はなく、 実に 巧妙に 作り上げられた 蓋 様の も 

のであった。 そして、 その 金属の 蓋の 真ん中 を 打ち抜 

いて、 円い セルロイドの 小 板が 嵌め込ん である もので 

あった。 が、 それ も 矢張り 血潮に 染 つていた。 



それと 知った 犯人の ために、 物 蔭から 吹 矢で 射殺され 

たに 違いがない。 それが 証拠に、 由 蔵の 屍体に は、 明 

かに 格闘 をした 形跡が 残って いないで はない か。 —— 

だが、 これ だけで はま だ 解き 足りない 謎が 大分 沢山 

残されて ある。 

第一 は 犯人が 一 向 遁げ出した 様子がない ことで ある _ 

此の 風呂場で 感電 騒ぎが 起った とき、 向井 湯の 直ぐ 向 

う 側に ある 交番 の 警官が 、 バタ バタと 飛び出して 来た 

じんもん 

浴客の 女達の あられ もない 姿 を 認めて、 彼女 等 を 訊問 

した ことに 依って 早く も 事件 を 知って、 時 を 移さず 表 

口 や 裏口に 手配 をした ことが 報告され ている。 感電 事 



られ なくなって 来た。 何故なら、 それらの 持物で も 判 

るよう に、 由 蔵 は 立 派な 変態 性慾 者で あるに 違いな 

かった からで ある。 

暫くして、 又 刑事 は 押入の 隅から 望遠鏡の サック を 

曳っ 張り出した。 —— 赤 羽 主任の 頭 は 1、^ 々混乱して 来 

るので あった。 …… 

と、 其の 時、 签場 へやって 来た 人間が、 や あと 声 を 

かけた。 それ は、 赤 羽 主任の よく 知っている 警察 医の 

山村であった。 

「御苦労 さまで、 どうも。 所で 赤 羽さん、 あの 感電 騒 

ぎ を やった 井 神陽吉 という 男です な。 大分 意識 も 恢復 



それ は —— 

びざい 

微罪 不 検挙 (始末書 提出) 

活動写真 撮影 業 及び 活動写真 機械 及 附属 品 販売 業 

ならび げんぞう ふくしゃ ぎょう 

並に フィルム 現像、 複写 業 

樫 田武平 (二 四 歳) 

(住所) 

お ま 

といった、 今日の 事件に 関係な く 記入され た 覚え 書 

きで あつたの だ。 

たち ま 

赤 羽 主任 は、 それ を チラと 見る や、 忽ちに して 脳裡 

わ だか ま いっそう 

に 蟠 つていた 疑問 を 一掃し 得る ことが 出来た の だ。 



あお 

に その 面 を 仰いだ。 

や iViJ ん まつ 

と、 赤 羽 主任 は、 何故か 悠然と 構えて 急ぐ こと を 欲 

せぬ ものの ようで ある。 

「非常線 は 張って ある。 本署へ 行けば きっと 捕って い 

るに 違いない よ！」 

さっき いんうつ 

先刻までの 陰鬱そう な 顔色に ひき 代えて、 また 何と 

のんき 

云う 暢気 さだろう！ 
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れが 終る と、 彼 はかね て 探って 置いた、 由 蔵の 秘密の 

たの ふしあな 

娯 しみ 場所た る、 女湯の 天井の 仕掛の ある 節穴の 処へ 

来て、 由 蔵が 設置した 望遠鏡の 代りに、 持って来た 撮 

影 機 を 据えつ けた。 

やがて、 時が 来て、 当日の in 贄 となった 例の 女 (後 

てる 

で 判明した が、 彼女 はお 照と いう 二十 二 歳になる 料理 

屋の 女で、 その 日 はこの 向井 湯の 近所に 住む 伯母の 所 

みりょく 

を 訪ねて 来た 者であった) の 肉体に 魅力 を 感じ、 愈々 

こころざ 

計画の 実現に 志 したので あった。 

その 時 は 正午 少し 前だった。 女湯の 客 は、 そのお 照 

の 他に、 僅に 三人であった。 男 湯の 方 は 前述の通り、 
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